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日 本の 農 山 村地 域 で は過 疎 ・ 高齢 化 の 進行 に よ り， 地 域 資源 管 理 や地 域 づく

り 活 動 な ど の 担 い 手 不 足 の 深 刻 化 が 指 摘 さ れ て 久 し い 。 こ の 解 消 に 向 け て ，

2 0 0 0 年代 後 半 以降 ，農 山 村地 域 へ の支 援活 動 を 志す 地 域 外部 の 人 材を 導 入 する

事業 （ 以 下， 地 域 サポ ー ト 人材 事 業 ）が 政 策 とし て 全 国的 に 実 施さ れ て いる 。

この 事 業 は ， 地 域 サポ ー ト 人材 が 1～ 3 年 の 任期 期 間 中に 地 域 の担 い 手 とし て

活動 す る もの で あ り ， そ の 任期 終 了 後の 地 域 サポ ー ト 人材 の 定 住を 促 進 する こ

とで ， 地 域に お け る継 続 的 な 担 い 手 の確 保 が 可能 と な ると 考 え る。 し か し， 定

住意 向 の ある 地 域 サポ ー ト 人材 で あ って も 任 期後 の 定 住が 困 難 な事 例 が 散見 さ

れ， 定 住 促進 に 向 けた 課 題 が存 在 す る 。 そ の ため ， 地 域サ ポ ー ト人 材 の 定住 促

進・阻 害の 要 因 を明 らか に し，定 住 促進 に向 け た 事業 運 用 の提 案 が 必要 で あ る。  

そ こで 本 研 究で は ， 主に 地 域 おこ し 協 力隊 事 業 （総 務 省 ）を 研 究 対象 と して

取り 上 げ ，ま ず ， 協力 隊 員 の活 動 内 容に つ い ての 全 国 的動 向 を 分析 し た 。そ の

うえ で ，定 住 状況（ 地区 内 定 住 ，地区 外 定住 ，非 定 住 ）に 着 目し な が ら ，「 協 力

隊員 の 活 動プ ロ セ スと イ ン フォ ー マ ルな 関 係 との 関 係 性 の 解 明」，「 協 力 隊員 の

生活 実 態 の解 明 」，「協 力 隊 員と 地 域 住民 と の 間の “ 壁 ”の 検 証 」を 行 っ た 。 そ

して ， こ れら の 成 果を 統 合 化し 地 域 サポ － ト 人材 の 定 住促 進 ・ 阻害 の 要 因を 解

明し た 。 本論 文 の 内容 は 以 下の よ う に要 約 さ れる 。  

第 Ⅰ部 は 第 １章 か ら 第３ 章 で 構成 さ れ る。 第 １ 章で は 本 論文 の 背 景を 述 べた

うえ で ， 地域 サ ポ ート 人 材 事業 に 関 する 既 往 研究 の 整 理を 行 い ，本 論 文 の目 的

と構 成 を 示し た 。 第２ 章 で は調 査 対 象事 業 お よび 調 査 対象 地 の 選定 ， イ ンフ ォ

ーマ ル な 関係 お よ び“ 壁 ” の分 析 方 法の 提 示 を行 っ た 。第 ３ 章 では 地 域 おこ し



協力 隊 事 業 に お け る協 力 隊 員の 活 動 内容 の 全 国的 な 特 性を 分 析 した 。その 結果 ，

活動 内 容 を小 分 類 ２０ 項 目 ，活 動分 類 ７項 目（ 一 次 産業 ，観光 関 連 ，集 落支 援 ，

情報 発 信 ，環 境 保 全， 福 祉 ，そ の 他 ）に 分 類 し， さ ら に活 動 分 類７ 項 目 の実 施

の 有 無 を 指 標 に ク ラ ス タ ー 分 析 （ Wa r d 法 ） を 行 い ， 事 業 を 実 施 す る 自 治 体 を

４つ に 分 類す る こ とが で き た。  

第 Ⅱ部 は 第 ４章 と 第 ５章 で 構 成さ れ る 。第 ４ 章 では 新 潟 県十 日 町 市を ， 第５

章で は 島 根県 美 郷 町を 対 象 に， 協 力 隊員 の 活 動プ ロ セ スと イ ン フォ ー マ ルな 関

係と の 関 係性 の 解 明と そ の 定住 へ の 影響 の 解 明を 行 っ た。 な お ，イ ン フ ォー マ

ルな 関 係 の分 析 の 際に は 社 会ネ ッ ト ワー ク 分 析を 用 い た。 そ の 結果 ， 任 期中 の

活動 を 通 じて ， 地 域住 民 と のイ ン フ ォー マ ル な関 係 を 構築 し ， この 関 係 を介 し

て活 動 を 展開 ・ 継 続で き た こと が 定 住促 進 に 影響 す る こと を 明 らか に し た 。  

第 Ⅲ部 は 第 ６章 か ら 第７ 章 で 構成 さ れ る。 第 ６ 章で は 十 日町 市 を ，第 ７ 章で

は美 郷 町 を対 象 に ， 協 力 隊 員の 生 活 実態 の 解 明 と そ の 定住 へ の 影響 の 解 明を 行

った 。 そ の結 果 ， 受入 市 町 村に 居 住 する こ と への 理 解 を配 偶 者 から 得 ら れな い

こと ， 任 期中 の 住 宅の 問 題 ，任 期 後 に希 望 す る職 種 の 仕事 に 就 けな い こ と， が

定住 の 阻 害に 影 響 する こ と を明 ら か にし た 。  

第 Ⅳ部 は 第 ８章 か ら 第９ 章 で 構成 さ れ る。 第 ８ 章で は 十 日町 市 を ，第 ９ 章で

は 美 郷 町 を 対 象 に ， 任 期 中 の 協 力 隊 員 と 地 域 住 民 と の 間 の “壁 ”（ 意 識 面 ， 空 間

面 ，時間 面 ）の 検 証 とそ の 定 住へ の 影 響の 解 明 を行 っ た 。その 結 果 ，意 識面 の “壁 ”

の み が 定 住 促 進 ・ 阻 害 に 影 響 し ， 空 間 ・ 時 間 面 の “壁 ”は 定 住 促 進 ・ 阻 害 に 影 響

しな い こ とを 明 ら かに し た 。  

第 Ⅴ部 は 第 １０ 章 か ら第 １ ２ 章で 構 成 され る 。 第１ ０ 章 では 滋 賀 県高 島 市朽

木地 区 を 対象 に ， 緑の ふ る さと 協 力 隊事 業 に おけ る 定 住促 進 の プロ セ ス と課 題

を解 明 し た。 そ の 結果 ， 協 力隊 員 の 定住 促 進 には 心 理 ・就 業 面 のプ ロ セ ス が あ

るこ と ， 収入 面 が 継続 的 な 定住 に 向 けた 課 題 であ る こ と を 明 ら かに し た 。  

第 １１ 章 で は， 第 Ⅱ 部， 第 Ⅲ 部， 第 Ⅳ 部で の 成 果を 統 合 化す る と とも に ，第

１０ 章 の 成果 を 踏 まえ て ， 地域 サ ポ ート 人 材 の定 住 促 進 ・ 阻 害 の要 因 を 解明 し

た。 そ の 結果 ， 地 区内 定 住 の協 力 隊 員で は ， 生活 面 で の問 題 が 発生 せ ず ，担 当

地区 内 の 住民 と の 意識 面 の “壁 ” が 顕在 化 し ない ま た は解 消 で きた う え で， そ

のな か で 担当 地 区 内の 住 民 との イ ン フォ ー マ ルな 関 係 を構 築 し て活 動 を 展開 ・

継続 で き たこ と が 地区 内 定 住の 促 進 の要 因 で ある こ と を 明 ら か にし た 。 また ，

地区 外 定 住の 協 力 隊員 で は ，生 活 面 での 問 題 の 発 生 や 担当 地 区 内の 住 民 との 意

識面 の “ 壁” が 解 消で き な かっ た 場 合で も ， 担当 地 区 外の 住 民 との イ ン フォ ー

マル な 関 係を 構 築 して 活 動 を展 開 ・ 継続 で き たこ と が 地区 外 定 住の 促 進 の要 因

であ る こ とを 明 ら かに し た 。 さ ら に ，非 定 住 の協 力 隊 員で は ， 地域 住 民 との イ

ンフ ォ ー マル な 関 係を 構 築 し て 活 動 を展 開 ・ 継続 で き た場 合 で も， 生 活 面で の

問題 が 発 生し た こ とお よ び 担当 地 区 内の 住 民 との 意 識 面の “ 壁 ” を 解 消 でき な

かっ た こ とが 定 住 の阻 害 の 要因 で あ るこ と を 明ら か に した 。  

第 １２ 章 で は研 究 の 総括 と し て ， 地 区 内定 住 の プロ セ ス のモ デ ル 化 ， 地 域サ

ポー ト 人 材の 定 住 促進 に 向 けた 事 業 運用 の 提 示， 今 後 の課 題 の 整理 を 行 った 。  


